
教育関係者･事業者部門
《教育等関係者》   

「食育の日」と 
「ベジチャージ＠学食キャンペーン」 

食文化の継承と情報発信 「食育・健康ビジョン」の連携体制 

(熊本県) 活動期間 11年 

学内に食育推進のための専任2名（講師、職
員）と様々な専門分野を持つ学部の教員、事
務方からなる食育・健康プロジェクト推進委
員会を設置し、「食育・健康ビジョン」を掲
げ、人材育成、研究開発、拠点形成の３つの
アクションのそれぞれで具体的なプログラム
を実行しています。県、自治体、農協、漁協、
学食業者、農業高校、食関連企業等との多彩
な連携により、「食育」「健康増進」「地域
づくり」「地産地消」等に寄与する取組を実
施しています。 

地域の食材や食文化を学食でPRする「地域連
携週間」、学生が地域に行きその土地の郷土
料理や食文化を学ぶ「郷土料理伝承ツアー」
等の実施により食文化を若者が学ぶ場作りを
行っています。また、地元ボランティア団体
と連携して震災復興支援として行った「郷土
料理カフェ＠仮設住宅」では、「くまもとふ
るさと食の名人」の指導のもと、大学生と住
民が共に郷土料理を調理し、会食を行いまし
た。また、大学内で食育・健康フェスティバ
ルを年1回開催し、講演会や親子体験教室、郷
土料理の試食、栄養相談等を実施しています。 

「食育の日」には、学生が自ら地域の食につ
いて学び、考案したオリジナルメニューを学
食で提供しており、無関心層の多い学生と同
世代の若者への興味を高めるきっかけとなっ
ています。また、「食育の日」メニューをレ
シピ集として出版し、小学校の給食として採
用されるなど学外での食育にもつながってい
ます。 
また、120g以上の野菜料理を無料提供する
「ベジチャージ＠学食キャンペーン」は、同
窓会、地元農協等の支援を受けて2回にわたっ
て実施され、学生の食環境を改善すると共に
食の意識を高める機会となっています。 

農林水産大臣賞 

地域・企業・大学が連携して大学生と地域住民に食育を！ 

郷土料理カフェ 
＠仮設住宅 

「食育の日」現地学習の様子 

食育・健康フェスティバルでの親子ペットボトルピザ教室 

ベジチャージ＠学食キャンペーン 

食育・健康ビジョン3つのアクション 

食育は健康づくり、コミ 
ュニティづくりに役立つ 
大切な教育活動です。熊 
本県立大学は、健康の科 
学を重視し、地域と学生 
の食生活改善に貢献する 
食育を推進しながら、熊 
本県の食の魅力を発信していきます。 

熊本県立大学  学長   
半藤 英明 

熊本県立大学   
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